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第 1 講 情報社会 

１．現代社会の特徴 

 ICT は、その能⼒の指数関数的な向上及び価格低下に伴い、世界

全体に急速に浸透し、ICT 産業にとどまらず、他の産業や社会全体、

企業のビジネスモデル、個⼈のライフスタイルなど様々な領域で⼤

きな変化をもたらしている。スマートフォンへのシフト、コモディ

ティ化、新興国市場の拡⼤は、従来の市場競争のあり⽅を根本から

変えることで、個々の企業の競争⼒・業績に⼤きな影響を与え、環

境変化に適応した企業が業績を拡⼤する⼀⽅、従来型の市場で⼤き

なマーケットシェアを持っていた企業が業績の不振に苦しんでいる。

加えて、スマートフォンや SNS 等の普及は⼈々のライフスタイルや

ワークスタイルに⼤きな変化をもたらし、⼈々の情報⾏動 1 を⼤き

く変化させるとともに、新たな就業のスタイルを⽣み出しているほ

か、昨今注⽬が⾼まっているウェアラブル端末や⾞の ICT 化等の

ICT の新たな潮流は、⼈々の⽣活にさらなる変⾰をもたらす。（平

成 26 年度版情報通信⽩書） 

 

 

 

平成 26 年度版情報通信⽩書 
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２．現代社会の課題 

⾼度情報社会では、情報処理や通信技術の発達は、私たちの⽣活

をかなり便利にしてくれた。今ではパソコンの無い⽣活が考えられ

ないであろう。しかし、それに伴って、インターネット犯罪や個⼈

のプライバシーが侵害されたり、⾝体の健康に影響したりと問題も

多く発⽣していることもしっかり受け⽌めなくてはいけない。情報

社会の形成はプラス⾯だけではなく、⼤きなマイナス⾯もある。情

報社会の光と影を⼗分認識しながら、両⾯のより良いバランスを常

に強く意識して各種の施策を策定・実⾏していかなければならない。 

 

 

 

【課題１】 

情報社会と教育について、教育の情報化ビジョン（⽂部科学省）

を参考に、論述しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育の情報化ビジョン 

〜21 世紀にふさわしい学び
と学校の創造を⽬指して〜 

平成 23 年４⽉ 28 ⽇ 

⽂ 部 科 学 省 
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第２講 情報とは何か 

１．アナログからデジタル 

１．アナログ情報 

１－１ アナログ情報 

 情報科学において、アナログやデジタルという⾔葉は「量」とい

う概念からみた情報の分類の仕⽅を表すものです。我々は様々な量

に囲まれて⽣活をしています。その中でも、例えばリンゴや椅⼦の

数のように、１個、２個・・と数えることができる量と、重さや⻑

さ（例えば、４５．２４３２・・・kg、１８１．２４３６・・・cm）

のように厳密に測ればいくらでも細かく測れる量とがあり、それぞ

れ離散量（デジタル量）、連続量（アナログ量）と呼ばれます。離

散量は、電磁気的な⼆種類のビットから作られる組み合わせパタン

に対応させることにより、コンピュータで処理が可能となります。

アナログとデジタルの⾝近な例として、時計を挙げることができま

す。アナログ時計と呼ばれる時計は、針によって時間を指し⽰しま

すが、デジタル時計では数値によって時間を表します。
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１－２ デジタル情報  

機械で情報を扱う際の表現⽅法の⼀つで、情報をすべて離散的な数

値(整数など)の集合として表現し、明確に区別可能な段階的な物理

量に対応させて記憶・伝送する⽅式のこと。そのようにして表現さ

れたデータを「デジタルデータ」(digital data)という。 

特に、コンピュータのようにデータをすべて 0 と 1 の組み合わせ

(⼆進数の数値の羅列)に置き換えて、これをスイッチのオン・オフ

や電圧の⾼低など⼆状態の物理量に対応させて保存・伝送する⽅式

のことを意味する場合が多い(理論上は三値以上の系で情報を表現す

る場合もありうる)。 

 

 

 

 

【課題２】 

アナログに⽐較して、デジタル化の特⻑を説明しなさい。 
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第３講 ⽂字・⾳・画像のデジタル化 

１．⽂字・画像のデジタル化 

デジタル化によって 0 と 1 とに表現された情報は、２進数のよう

に 0 と 1 がいくつも連なった 01 列になっている。この 0 と 1 の

個数のことを bit（ビット）という。２進数の 10102 は 4bit、

110011102 は 8bit である。 

 電⼦メールで「Hello」という５⽂字を送ることを考えよう。この

⾔葉をどうやってインターネットや電⼦メールは遠く離れた相⼿に

伝えているのだろうか。まず「Hello」の 5 ⽂字をコンピュータで

扱える形に直すことが必要だ。コンピュータは０と１でしか情報を

記録したり、通信したりすることができない。だから、⽂字を０と

１だけを使って表現すること、すなわち⽂字のデジタル化が必要だ。

実は、Hello の 5 ⽂字を世界共通のルールでデジタル化すると、以

下の 40bit の情報になる。 

0100100001100101011011000110110001101111 

これならコンピュータで扱えるし、通信もできる。 
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２．⾳声のデジタル化 

 

３．画像のデジタル化

 

 

【課題３】 

動画のデジタル化の⽅法を説明しなさい。 
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第４講 情報モラル 

１．情報モラル教育 

１－１ 情報社会における正しい判断や 望ましい態度を育てるこ

と。この中には，情報発信に対する 責任や情報を扱う上での義務，

さらには情報社会への貢献や創造的なネットワークへの参画などの

領域がある。 

１－２ 情報社会で安全に⽣活するための危険回避の⽅法の理解や

セキュリティの知識・技術，健康への意識があげられます。情報化

が進展し⽣活が便利になればな るほど，危険に遭遇する機会も増⼤

します。情報社会で安全に⽣活するための知識や態度を学ばせる必

要が あります。健康への意識は情報モラルというよりは，⽣活習慣

の⾯が強いですが，ネットワークの使いすぎによる健康被害やネッ

ト依存など健全な⽣活への悪影響を受けないように，適切な指導が

求められます。 

 

 

 

 

情報モラル教育実践ガイダ

ンス 国⽴教育政策研究所 
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学校教育 - 情報化社会の新

たな問題を考えるための児

童⽣徒向けの教材、教員向

けの⼿引書 

 

 

【課題４】 

情報信ぴょう性は、どのように確認したら良いか、説明しなさ

い。 
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第５講 著作権 

１．知的財産権 

①知的財産権の意義 

カネやモノは眼に⾒えますし，他⼈に渡せば⾃分はそれを失いま

す。それに対して，創作した⾳楽や考案したアイデアは無形のもの

ですし，それを他⼈が勝⼿に利⽤しても，⾃分の⾳楽やアイデアが

なくなることはありません。知的財産権とは，発明や著作など⼈間

による知的成果に対する権利と，商標など営業上の無形の財産を保

護する権利などを総称した概念です。⽂化や産業の発展のためには，

このような知的成果を広く公開して活⽤することが望まれますが，

反⾯，苦労して作成した⽂書や⾳楽，苦労して考えた発明などを他

⼈に勝⼿に利⽤されたのでは，最初に創作・発明した⼈の苦労に応

えることができません。創作・発明した⼈に利⽤に関する権利を認

めることにより，これらの成果を公表しても，名誉や利益を確保で

きるようにしようという考え⽅が知的財産権の基本です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⽂化庁 著作権 
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２．著作権 

著作権法第１条（⽬的）では，「この法律は，著作物並びに実演，

レコード，放送及び有線放送に関し著作者の権利及びこれに隣接す

る権利を定め，これらの⽂化的所産の公正な利⽤に留意しつつ，著

作者等の権利の保護を図り，もって⽂化の発展に寄与することを⽬

的とする。」としています。せっかく苦労して作った⽂書や⾳楽を，

他⼈が、⾃分が作ったようなふりをして発表されたら迷惑ですし，

時間や費⽤をかけて出版したのに，勝⼿にコピーしてばらまかれた

ら本が売れなくなり経済的な損害も受けます。これでは，著作をす

るインセンティブがありませんし，第三者に使われないように秘密

にしてしまうでしょう。それでは⽂化の発展が阻害されてしまいま

す。⽂化の発展のためには，著作をした⼈の権利を保証することに

より，著作をすることを⽀援すること，他⼈の著作を円滑に利⽤で

きるようにすることが必要です。それを法律にしたのが著作権法な

のです。 

 

著作権法 

著作権情報センター 

 

【課題５】 

著作権の⽬的を説明しなさい。 
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第６講 メディアの特質 

１．メディア 

メディア（英：media）はミーディアム（英：medium）の複数形

である。 

⼤本の意味は「媒介」「媒体」「中間」。単数形の medium には

「霊媒」という意味があったりする。派⽣して情報を伝達、記憶す

る媒体全般も指す。 

マスメディアとは、⼀部の少数者から不特定多数者へと⼀⽅的に

発信される情報伝達の媒体のこと。ラジオ、テレビ、雑誌などが該

当する。⽇本語で「⼤衆媒体」。しばしばマスメディアはマスコミ

と混同されるが、マスコミ (マスコミュニケーション) は情報伝達さ

れることそのものも指す。丁度 WWW とインターネットのような違

いである。 

マスメディアに対しミドルメディアという⽇本の造語もある。ブ

ログや掲⽰板、あるいはそれをまとめたウェブサイトや情報を⼀覧

化したまとめサイトなどがそう呼ばれうる。⼝コミ系のウェブサイ

トも該当する。 

ブログや動画等の動画共有サイト、facebook や mixi などの SNS、

様々な⼈同⼠の社会的交流があるオンライン上の媒介を総称してソ

ーシャルメディアと呼ぶことがある。⽇本語で「社会的媒体」 

マルチメディアとは、静⽌画と⾳声の組み合わせである動画など

複数の媒体（メディア）を組み合わせたものをさす。⽇本語で「複

合媒体」。これに対し、絵、⾳声、⽂字等単体のものがただ単に

「メディア」と呼ばれうる。 
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【課題６】 

メディアとは何かを説明し、それぞれのメディアの特⾊を⽰し

なさい。 
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第７講 マクルーハンとメディア環境 

１．ハーバート・マーシャル・マクルーハン 

ハーバート・マーシャル・マクルーハン（Herbert Marshall 

McLuhan, 1911 年 7 ⽉ 21 ⽇ - 1980 年 12 ⽉ 31 ⽇）はカナダ出

⾝の英⽂学者、⽂明批評家。メディアに関する理論で知られる。エ

ドモントンに⽣まれ、マニトバ⼤学とケンブリッジ⼤学で学ぶ。

1952 年よりトロント⼤学教授。もともと英⽂学教授であったが、

メディアに関する理論の⽅が彼を著名にした。あらゆる視点からの

斬新なメディア論を展開。 

「メディアはメッセージである」という主張。普通、メディアとは

「媒体」を表すが、その時私たちはメディアによる情報伝達の内容

に注⽬する。しかし、彼はメディアそれ⾃体がある種のメッセージ

（情報、命令のような）を既に含んでいると主張した。 

テクノロジーやメディアは⼈間の⾝体の「拡張」であるとの主張。

⾃動⾞や⾃転⾞は⾜の拡張、ラジオは⽿の拡張であるというように、

あるテクノロジーやメディア（媒体）は⾝体の特定の部分を「拡張」

する。しかし、単純に拡張だけが⾏われるのではなく、「拡張」さ

れた必然的帰結として衰退し「切断」を伴う。 

⽣前に、⼤衆雑誌や映画にも出演したため、「ポップカルチャー

の⼤司祭」というような形容で⾔い表された。しかし、学者の間で

は賛否両論に分かれ、陶酔的に⽿を傾ける者もいる⼀⽅で、実証的

な検討なしの思いつきでしかないというような批判もされた。 現在、

メディア研究において重要位置を占める存在のうちの⼀⼈とされる。 
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【課題７】 

マクルーハンは、メディアをどのように捉えているか、説明し

なさい。 
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第８講 メディア教育 

１．メディア教育 

21 世紀は、「⾼度情報通信社会」と⾔われている。インターネッ

トは家庭や学校で重要なコミュニケーションの⼿段となり、いろい

ろな機能を有する携帯電話は⽣活に⽋かせない必需品とまでになっ

てきた。携帯電話でデジタル放送が受信できる技術も開発されるな

ど、近年の情報メディア環境の発展は急速である。 デジタル技術

の進展により、メディア融合が進み、情報ちゃんねるが多様化する

中で、⼈間の思考を拡張したりヒトとヒトが強調したりしていく知

的ツールとしてメディアという⾒⽅がクローズアップされてきてい

る。新しいメディア環境野進展・普及と共に、教育研究では、「メ

ディア教育」が問い直されているといえる。  

 

メディア教育は、従来世界各国野⽂化的、歴史的背景により独⾃

の展開をしてきた。メディア教育が「メディアについての教育」と

か「メディアに関する教育」と認識されるのは、UNESCO による

1982 年の『グルンバルト宣⾔』以降であると⾔われている。そこ

では、メディアそのものを教育の⽬標及び内容とみなし、「メディ
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アを⽤いた教育」とを区別している。欧⽶の伝統的なメディア教育

は、対象の主眼をマスメディアにおき、「批判的視聴」や「批判的

思考」といった⼒を⽬指してきた。⽇本のメディア教育は、欧⽶諸

国のメディア教育の影響を受けながらも、視聴覚教育や放送教育並

びに映像教育を歴史的経緯として変貌と遂げながら発展してきた。 

2.E-デールの円錐 

Ｅ・デールが、その著書『AudioVisualMethodsinTeaching1946』

で提唱した学習経験の分類図が「経験の円錐」である。これは抽象

から具体の次元に沿って経験を１１の段階に分類したもの。学習は

経験の⼀般化にあると定義して、そのためにはもっとも直接的で具

体的な経験から、さまざまな抽象化の段階を経て、最後にもっとも

抽象的な⾔語象徴つまり概念化に⾄ることを説いたものである。

（『現代図書館学講座』１２視聴覚教育より） 
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【課題８】 

E－デールの経験の円錐と教育について説明しなさい。

第９講 情報ネットワーク 

１．インターネット 

世界中にある複数のネットワークを相互に接続することで構築さ

れた、巨⼤なネットワーク。⼀般的には、インターネット上で提供

される Web（WWW）サービスを指してインターネットと呼ぶ場合

もあり、Web コンテンツの閲覧や情報検索、サービスなどを利⽤す

ることを「インターネットをする」などという。インターネットを

利⽤した代表的なサービスとして、電⼦メール、映像／⾳楽の配信、

情報の共有や公開、情報検索システム、オンラインショッピング、

インターネット電話、離れた場所のコンピュータの遠隔操作がある。

インターネットの原型は、1969 年に⽶国防総省の⾼等研究計画局

（ARPA）が導⼊した ARPANET。ARPANET は、⽶国内の 4 カ所

（カリフォルニア⼤学ロサンゼルス校、スタンフォード研究所、カ

リフォルニア⼤学サンタバーバラ校、ユタ⼤学）に分散したコンピ

ュータ同⼠をつないで開通した。その後、徐々に規模を拡⼤して、

現在のインターネットとなった。
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第１０講 アクティブラーニング 

１．２１世紀型能⼒ 

21 世紀型能⼒：「⽣きる⼒」としての知・徳・体を構成する

資質・能⼒から，教科・領域横 断的に学習することが求められ

る能⼒を資質・能⼒として抽出し，これまで⽇本の学校 教育が

培ってきた資質・能⼒を踏まえつつ，それらを「基礎」「思考」

「実践」の観点で再 構成した⽇本型資質・能⼒の枠組みである。 

 ２．２１世紀型スキル 

「21 世紀型スキル」とは、世界の教育関係者らが⽴ち上げた国

際団体「ATC21s」（The Assessment and Teaching of 21st-

Century Skills＝21 世紀型スキル効果測定プロジェクト）が提唱す

る概念で、これからのグローバル社会を⽣き抜くために求められる

⼀般的な能⼒を指します。批判的思考⼒、問題解決能⼒、コミュニ

ケーション能⼒、コラボレーション能⼒、情報リテラシーなど、次

代を担う⼈材が⾝に付けるべきスキルを規定したもので、各国政府

も知識重視の伝統的な教育から 21 世紀型スキルを養い伸ばす教育

への転換に取り組み始めています。

 

社会の変化に対応する資質

や能⼒を育成する教育課程

編成の基本原理（教育課程

の編成に関する基礎的研究 

報告書５）2013.3

 

 



 

‐21‐ 

 

３．アクティブラーニング 

教員による⼀⽅向的な講義形式の教育とは異なり、学修者の能

動的な学修への参加を取り⼊れた教授・学習法の総称。学修者が

能動的に学修することによって、認知的、倫理的、社会的能⼒、 

教養、知識、経験を含めた汎⽤的能⼒の育成を図る。発⾒学習、

問題解決学習、体験学習、調査 学習等が含まれるが、教室内での

グループ・ディスカッション、ディベート、グループ・ワーク 等

も有効なアクティブラーニングの⽅法である。 

 

アメリカ National Training Laboratories の調べによると、授

業から得た内容を覚えているかを半年後に調べたところ、知識定

着率の⾼い学習⽅法を順に並べると、「他の⼈に教える」、「⾃

ら体験する」、「グループ討論」となりました。⼀⽅もっとも定

着率の低い学習⽅法は、「ただ黙って講義を聴く」という結果で

した。 
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第１１講 電⼦⿊板 

１．電⼦⿊板 

近年，デスクトップ型やノート型のパソコンと並んで，携帯性に

優れた⾼機能な情報端末（以下教育⽤メディア端末と呼ぶ。）や電

⼦⿊板が開発されている。このような新しい教育⽤のメディア環境

を活⽤することにより，教室の内外を問わず授業での活⽤が可能と

なるだけでなく，家庭や地域においても学校と同様の教材で学ぶこ

とができるようになる。 

 

② 電⼦⿊板を効果的に活⽤するための⼯夫 

 今回の授業では，電⼦⿊板を⿊板として活⽤するのではなく，資

料提⽰の道具として活⽤した．通常の⿊板には，授業の最初から最

後まで課題や児童の考えを残しておいた．このように，⿊板と電⼦

⿊板を使い分けることによって，児童が安⼼感をもって授業を進め

平成 21 年度「電⼦⿊板の活

⽤により得られる学習効果

等に関する調査研究」報告

書 

 

 

【課題９】 

電⼦⿊板の効果的な活⽤法について説明しなさい。 
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ることができると

考えたからである． 

 そして，タブレ

ットＰＣは電⼦⿊

板と接続して活⽤

した．タブレット

ＰＣの資料を電⼦

⿊板を通して全員

が共有することができた．その結果，児童の発表に説得⼒が増し，

聞いている児童もより集中することができた．また，電⼦⿊板の画

⾯は⾮常に⼤きいため，より分かりやすく⾒やすい資料提⽰をする

ことができた．さらに，今回の授業では，パワーポイントのソフト

を活⽤したことで，画⾯にタッチをすれば次の資料を提⽰すること

ができ，テンポよく授業を進めることができた． 

 仲間学びの時間には，⼀⼈学びの時間にタブレットＰＣを活⽤し

て探究的に学習したことを，電⼦⿊板を活⽤して発表し合い，多様

な考えを認め合うことができた． 

 事後アンケートで，タブレットＰＣや電⼦⿊板を使ってみて，ど

う思いましたかという質問に対し，７２％の児童が「いつもの授業

より楽しい・分かりやすい」と回答した．このことから，様々な資

料があるタブレットＰＣで学習することによって，個に応じた探究

的学習が可能となり，その結果，児童に学んだり調べたりする意欲

を⾼めていることが分かった． 

 

 

 

「電⼦⿊板普及推進に資す

る調査研究事業」
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第１２講 タブレット端末 

１．１⼈１台タブレット端末 

インターネットによるグローバルな情報通信基盤社会への変⾰が

もたらされている今⽇、学校教育における ICT 活⽤は政府の重要課

題であり、2013 年 6⽉に閣議決定された「第 2 期教育振興基本計

画」には「ICT の活⽤等による新たな学びの推進」が主な取り組み

の 1 つに挙げられている。 

2010 年 5⽉に IT 戦略本部が公表した「新たな情報通信技術戦略」

に基づいて、2011 年 4⽉に⽂部科学省が公表した「教育の情報化

ビジョン」では、2020 年度に向けて実施する施策のひとつとして

「デジタル教科書・教材の普及促進、情報端末・デジタル機器・ネ

ットワーク環境の整備充実」が⽰され、学校教育における ICT の環

境整備は全国各地で本格的な展開が図られようとしている。 

⼀⽅、⼩学校学習指導要領解説総則編には、「各教科等の指導に

当たっては、教員がこれらの情報⼿段に加え、視聴覚教材や教育機

器などの教材・教具の適切な活⽤を図ることも重要である。これら

の教材・教具を有効、適切に活⽤するためには、教員はそれぞれの

情報⼿段の操作に習熟するだけではなく、それぞれ情報⼿段の特性

を理解し指導の効果を⾼める⽅法について絶えず研究することが求

められる」と記述され、ICT を活⽤して質の⾼い授業を⾏うための

効果的な研修の必要性が指摘されている。 

 

 

 

「教育分野における ICT 利

活⽤推進のための情報通信

技術⾯に関するガイドライ

ン（⼿引書）2014 

 

 

 

【課題 10】 

1 ⼈ 1 台のタブレット端末の学習効果を測定するためには、ど

のような⽅法があるか。説明しなさい。 
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２．反転授業 

教育基本法は第 6 条で，「（学校教育は）教育を受ける者が，

（中略），⾃ら進んで学習に取り組む意欲を⾼めることを重視して

⾏わなければならない」と規定している．学校教育において，近年

「⾃ら学ぶ⼒」の⼤切さが広く認識されるようになり，それを⽬指

した教育実践も増えている．しかし，児童⽣徒の中には「⾃ら学ぶ」

習慣が無い児童⽣徒が少なからずおり，学び⽅が分からないという

悪循環に陥ってしまう事例も数多い．そのための，学び⽅（考え⽅）

の育成のためには，その基礎となる⾔語の育成が重要であり，その

観点からも論理的思考操作に関する⾔語についての研究が必要とさ

れている．しかし，この研究を進めるには，その教育⽅法の開発や

教育資料の流通・提供など新しい教育⼿法の研究が必要である． 

反転授業とは，授業と宿題の役割を「反転」させる授業形態のこ

とで，通常は授業中に⽣徒へ講義を⾏い知識の伝達を⾏い，授業外

で既習内容の予習や復習を⾏い，学ぶ知識の動機付けや学んだ知識

の定着を促す．これに対し，反転授業では⾃宅で講義ビデオなどの

デジタル教材を使って学び，授業に先⽴って知識の習得を済ませる．

そして教室では講義の代わりに，学んだ知識の確認やディスカッシ

ョン，問題解決学習などの協同学習により，学んだ知識を「使うこ

とで学ぶ」活動を⾏う． 

 

  

学びのイノベーション事業

実証研究報告書
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【課題 11】 

メディア利⽤の開放とはどのようなことか、説明しなさい。 

第１３講 学習メディア環境 

１．学習メディア環境 

情報通信技術の急速な汎化が進み，Web 情報も重要なデジタルア

ーカイブの情報源として選択保存の必要性が出てきた．本学では，

研究・教育の結果として，デジタルアーカイブ開発として図１に⽰

すような観点で新しい教育・研究として展開し，進めている．2）従

来のデジタルアーカイブは，現物のみを対象として考えてきたが，

現在の多様なメディアの実⽤化にともない，メディアを次の４領域

に分けメディア環境として構成することが必要となった． 

 ① 実物・体験・⽂化活動 

 ② 印刷メディア（記述・印刷の紙などのメディア） 

 ③ 通信メディア 

（通信で Web 情報として収集可能な資料の選  択・保存） 

 ④ デジタルメディア（マルチメディア機能をもつメディア） 

新しい教育⽤メディア環境は，かつての現物としていた対象物を

最近の通信メディアの発達により，多様な情報が流通する中から，

デジタルアーカイブとして記録・保管すべき情報を選定評価し，必

要に応じて保管し，組み合わせて表現することを⽰す．また，各メ

ディア間では相互に変換し利⽤が進み，新しい資料活⽤が始まろう

としている．例えば，書籍や教科書をデジタル化し，紙の印刷物と

同じ内容の資料が電⼦書籍（デジタル教科書）として図書の⼆次利

⽤が既に始まっている．教育⽤メディア環境では，図２のように学

習者が，電⼦⿊板や教育⽤メディア端末，印刷メディアである従来

の教科書等必要なメディアを主体的に選択し，あるいは組み合わせ

て利⽤を可能にすることは重要である． 
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２．デジタル学習材 

教育⽤メディア環境としての前述の４領域の⼤きなカテゴリー化

は，教育⽤のメディア利⽤の枠組みとして，適⽤できるかが課題と

なる．⼀般に，デジタル学習材と⼀括して表現されているものには，

ネットワーク型もあり，ＤＶＤ等の学習材，また，印刷物との複合

学習材，教育⽤メディア端末の学習材等，様々な学習材をもデジタ

ル教材と表現している．前述のように，学習者に対する教育⽤メデ

ィア環境も⼤きく変化している中で，教師が授業で活⽤する教材と

メディアの特性を活かすデジタル学習材に再分類し，メディアの特

性を⽣かし，学習者が主体的に活⽤でき，⼀⼈ひとりの学習者の特性に対応した学習材のあり⽅を検討

している．3)このため，今後，このメディアの特性について，組み合わせを含めて資料活⽤上の調査・

研究を進め，その適否の評価をすることが必要である．新しい教育⽤メディア環境としては，前述の４

つの領域に分類し，これらを単独として考えるのではなく，これらを組み合わせたものとしてデジタル

学習材を考えた． 
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第１４講 学びを深める授業の展開 

１．思考⼒を⾼める授業実践と思考の誘導を促す授業改善 

21 世紀に⼊り，地球規模で刻⼀刻と変化する情報化・知識化社会

の中で，より早い確かな情報や⾼度な知識を国⺠⼀⼈ひとりが⾝に

つけることは国際間で後れをとらないためには必須の課題である．

⼈材を資源とする我が国にあっては国際的な競争社会で⽣き延びて

いくには，激しく変化する社会の中で⾼度な知識を⾝につけると同

時に⾼い技術⼒を維持発展させていくことは，21 世紀のわが国に課

せられた⼤きな課題でもある． 

では，これからを⽣きる⼦どもたちに必要な能⼒とはいったい何

なのか．OECD の DeSeCo プロジェクトから出されたキー・コンピ

テンシーの「社会的に異質な集団での交流」，「⾃律的に活動する

こと」，「道具を相互作⽤的に活⽤すること」の３つのカテゴリー

は 21 世紀社会を⽣きる⼈々にとって必要な能⼒であるとしている． 

今後の社会で⽣きていくためには知識の寡多ではなく，課題解決

⼒や知識を活⽤する⼒だということである．つまり，これからの教

育においては知識偏重から，考える⼒を重視する過程で，「内容知」

から「活⽤知」への転換が求められる．これまでは，多くの知識を

仕⼊れ（インプット），その知識を求められることに応じて吐き出

すこと（アウトプット）が求められていた．これからは，得られた

知識や体験（インプット）から何ができるか（アウトカム）が求め

られるようになる． 

これからの国際社会は第三次産業を中⼼にして進展することが予

側され，またそういった産業構造社会では当然求められる能⼒であ

ると⾔える．本研究では，２１世紀を⽣き抜くための⼒として思考

⼒に注⽬して，思考⼒を⾼めるための授業改善の⼿法について述べ

る． 

２．基礎⼒としての 21 世紀型能⼒ 

(1)２１世紀型スキル 
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「２１世紀型スキル」の定義については，ＡＴＣ２１Ｓプロジェク

トの「２１世紀のスキルに関する作業グループ」で検討されており，

以下のように書かれている． 

①思考の⽅法（創造性と⾰新性，批判的思考・問題解決・意思決定，

学習能⼒・メタ認知） 

②仕事の⽅法（コミュニケーション，コラボレーション（チームワ

ーク）） 

③学習ツール（情報リテラシー，情報コミュニケーション技術（Ｉ 

ＣＴ）リテラシー） 

④社会⽣活（市⺠権（地域および地球規模），⽣活と職業，個⼈的

責任および社会的責任（⽂化的差異の認識および受容能⼒を含む）） 

(2)21 世紀型能⼒ 

 国⽴教育政策研究所では，教育課程の編成に関する基礎的研究報

告書５（2013.3：研究代表者 勝野頼彦）において，２１世紀型ス

キルを踏まえて，21 世紀を⽣き抜く⼒を「21 世紀型能⼒」と名付

け，その試案を次のように提案している．21 世紀型能⼒は，「21 

世紀を⽣き抜く⼒をもった市⺠」としての⽇本⼈に求められる能⼒

であり「思考⼒」，「基礎⼒」，「実践⼒」から構成している． 

第⼀に，21 世紀型能⼒の中核に，「⼀⼈ひとりが⾃ら学び判断し

⾃分の考えを持って，他者と話し合い，考えを⽐較吟味して統合し，

よりよい解や新しい知識を創り出し，さらに次の問いを⾒つける⼒」

としての「思考⼒」を位置づけている． 

「思考⼒」は，問題の解決や発⾒，アイデアの⽣成に関わる問題

解決・発⾒⼒・創造⼒，その過程で発揮され続ける論理的・批判的

思考⼒，⾃分の問題の解き⽅や学び⽅を振り返るメタ認知，そこか

ら次に学ぶべきことを探す適応的学習⼒等から構成される． 

第⼆に，思考⼒を⽀えるのが，「基礎⼒」，すなわち，「⾔語，

数，情報（ICT）を⽬的に応じて道具として使いこなすスキル」であ

る．技術⾰新を背景に ICT 化が著しく進む今⽇において，社会に効

 

教育課程の編成に関する

基礎的研究報告書５

（2013.3：研究代表者 

勝野頼彦） 
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果的に参加するためには，読み書き計算などの基礎的な知識・技能

とともに，情報のスキルが不可⽋である．情報スキルは，計算や記

憶の代⾏など，読み書き計算の不⾜を補償する可能性すらある．そ

の⽀援⼒の⼤きさを使って，思考⼒を助けるのが，この基礎⼒の⼀

つの役割と考えることもできる． 

第三に，最も外側に，思考⼒の使い⽅を⽅向づける「実践⼒」を位

置づけている．「実践⼒」とは，「⽇常⽣活や社会，環境の中に問

題を⾒つけ出し，⾃分の知識を総動員して，⾃分やコミュニティ，

社会にとって価値のある解を導くことができる⼒，さらに解を社会

に発信し協調的に吟味することを通して他者や社会の重要性を感得

できる⼒」のことである． 

そこには，⾃分の⾏動を調整し，⽣き⽅を主体的に選択できるキャ

リア設計⼒，他者と効果的なコミュニケーションをとる⼒，協⼒し

て社会づくりに参画する⼒，倫理や市⺠的責任を⾃覚して⾏動する

⼒などが含まれる． 

(3)新しい学びには 新しい評価⽅法 

 前述の 21 世紀型能⼒のような新しい学びには，新しい評価⽅法が

必要である．学習結果の到達点を測る評価ではなく，学習の進み具

合を捉え，次の段階に進むために今やっていることをどう変えたら

よいか判断するための評価である．このような評価を学習の進⾏に

合わせて⾏うためには，学習プロセスの記録を取り，分析・共有し

て次のステップを検討する強⼒な ICT 基盤が必要である．ICT 基盤

が強⼒であれば，教員はその ICT 環境の維持や新しい評価⽅法に翻

弄されることなく「新しい学びの構築」に集中することができる． 

 現在考えられる ICT 基盤としては，以下のようなものがあげられ

る． 

①メンバーの貢献度を分析するツール 

②必要な情報を制限されることなく広く探すことができるネットワ

ーク環境 
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③新しいメディアや多⾔語の使⽤を可能にするツール 

④⾃分のアイデアをはっきりさせるために書く⼒を育てるツール 

⑤書き込みのやり時からメンバー間の社会的関係を表⽰するツール 

などである．強⼒な ICT 環境の構築は，想像以上に「学び」を深め

ると考えられる．今後，現状でうまくいっている学習形態を探り，

よりよくするために何が必要かを精査，次の世代を担う⼦どもたち

の持つ可能性を最⼤限に伸ばしていくことが必要である． 

３．エビデンスに基づくカリキュラムの開発と編成 

(1)創造的思考⼒ 

 前述の，国⽴教育制作研究所では，教育課程の編成に関する基礎

的研究報告書５（2013.3：研究代表者 勝野頼彦）において，２

１世紀型能⼒を，「思考⼒」，「基礎⼒」，「実践⼒」で構成して

いる．ここで，「思考⼒」については，新潟⼤学教育学部附属新潟

⼩学校の実践例を紹介している．新潟⼤学教育学部附属新潟⼩学校

では，育てたい能⼒を「創造的思考⼒」として⽬標に掲げ，その育

成にむけた各教科・領域における具体的な授業づくりを⽬指した研

究に着⽬している． 

ここで着⽬しているのは，この創造的思考⼒を育成するために，各

教科・領域で⼦どもの思考を促す⽅法を具体的に「思考の⽅法」と

して考案した点である．さらに，この「思考の⽅法」を⼦どもに⾝

に付けさせていくために，「思考の⽅法」を⼦ども⾃⾝が⽇常で使

うことができる具体的な話形として⽰し，それを１７種類の思考へ

の誘導を「思考のことば」として整理している． 

 また，この「思考の⽅法」は，アンダーソンのタキソノミーに挙

げられている「動詞」すなわち，名詞的な知識への働きかけのプロ

セスと⽐較しても，アンダーソンの分類した「動詞」に対し，新潟

⼩学校の分類・整理した「思考の⽅法」との共通性が認められてい

る． 

(2)「思考の⽅法」と「思考のことば」 
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 そこで，これらの「思考の⾔葉」が，現在児童⽣徒に利⽤されて

いる教科書に，どのような頻度で，どのように活⽤されているかを

調査した． 

  例えば，思考の⾔葉における仮定する思考の⽅法を考えてみる，仮

定するということは，「もし〜ならば，〜となる」ように思考する

⽅法である．そこで，各教科の教科書の中から（例）“⼀つのものを

さまざまな視点から考えることができる．”という思考の⽅法の⽂章

の出現頻度を調査した． 

(3)思考のことばの出現頻度 

 ⼩学校の教科において，この思考の⾔葉はどの程度の頻度で出現

しているかを調査した． 

 算数の教科書（1 年〜6 年）で調べてみると図２のような算数なら

ではの特徴が出てきた．１年から６年⽣の算数教科書では，①演繹

的に⾒る（232 か所），②共通の基準で⾒る（127 か所），③具象

化する（117 か所）と，算数の教科特性である「思考の⽅法」が多

いことがわかる．また，算数における各学年の出現頻度を⽐較する

と図３にようになる． 

また，国語における思考の⽅法の出現頻度は図４にようになった．

国語の場合には①連想する（140 か所）②共通の基準で⾒る（54 か

所）③⽐較する（41 か所）と，これも教科の特徴が現れていること

がわかる．時に，「連想する」という思考の⽅法が多⽤されている

ことがわかる． 

⼀⽅，理科では，①推量する（63 か所）②⽐較する（55 か所）③

演繹的に⾒る（31 か所）となる．算数とよく似ているが，理科では，

実験や観察で推量することにより思考⼒を⾼める教科であることが

わかる． 

 (4)思考の⽅法の拡張 

 思考の⽅法において，本研究では新潟⼤学教育学部附属新潟⼩学

校の実践例を元に思考⽅法を考え，教科書における思考の⽅法を調

査・分析した．これらの調査結果より，教科書での思考の⽅法が多
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様でなく，①仮定する②焦点化する③逆発想する④再分類・再編成

する，という「思考の⽅法」が教科書には設定されていないことは

課題となってきている．今後，様々な思考の⽅法を駆使して思考⼒

を⾼める「思考のことばによる意識化授業」が必要とされると考え

る． 

４．思考への誘導を重視した授業デザイン 

(1)“思考のことば”の意識化授業 

 意識化授業とは，使⽤している教科書において思考への誘導を促

す「思考のことば」をどのように使われているかの調査を⾏うこと

から始まる．つまり，どのように思考を誘導する「思考のことば」

を意識化することが重要となる ． 

意識化授業は，図６のように，最初に指導⽬標の調査について担当

教師を対象に⾏う．この調査により，教科書における思考への誘導

を意識した指導⽬標を明確にすることが必要となる．これは，思考

に関する児童⽣徒の学習到達状況を評価するためのルーブリックと

もいうことができる． 

この調査は，実施する単元の教科書に表されている思考への誘導を

重視した“思考のことば”による意識化授業で，どのような思考を促

すかについて前述の１７種類の思考の⽅法から評価基準を作成した．

教師は，その単元の授業でどのような思考を⾼めるのかを事前に想

定をして授業を実施する． 

 また，同時に児童⽣徒を対象に調査⽤紙を作成し，意識化授業の

前に調査を実施し，その後に，意識化授業を実施する．また，意識

化授業が終了した後，第２回の児童⽣徒対象の同様の調査を⾏う． 

 また，意識化授業の前後に授業のビデオを撮影し，授業分析を⾏

うことにより，思考のことばが児童⽣徒にどのように意識化されて

いるかについて分析することも有効である．教師の“思考のことば”，

例えば「もし〜ならば，〜となる」や「他にもっとよいやり⽅はな

いかな」，「図を書いて考えてみてはどうかな」等教師の使⽤する

“思考のことば”が，児童⽣徒の発することばの中にも使われるよう
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になること．つまり，教師の発する「思考のことば」の連鎖が確実

に起きているかを分析から⾒ることができる． 

 (4)児童⽣徒の意識化授業前後の変化 

 このように，意識化授業の前後において，教師が思考の⽅法とし

て指導⽬標としていたことが，児童⽣徒が達成できたかをアンケー

ト調査並びに記録ビデオの分析から学習到達状況を評価することが

できる．例えば，「知っていることや調べたことをもとに結果を予

想することができる．【推量】」について，教師が“⾼めることがで

きる”として指導⽬標として設定した場合に，児童⽣徒のアンケート

において「知っていることや調べたことをもとに結果を予想するこ

とができる．【推量】」について，“よくできる”，⼜は，“すこしで

きる”の割合が授業前後でどのように変化したかについて，⽐較する

ことにより，図の９に表すように教師の指導⽬標調査の結果により，

児童⽣徒の学習⽬標が，どの程度達成できたかを評価することがで

きる． 

５．意識化授業実践における授業の改善策 

 意識化授業の前後の学習⽬標の達成度を，思考を１７類型の「思

考の⽅法」に分けて評価し，教科書の「思考のことば」との関係か

ら，授業の改善につなげることができる．⼀般に授業の改善は，図

10 にしめすように，指導⽬標を⽴て，実施，評価，改善というＰＤ

ＣＡサイクルで⾏う．従来の授業改善は，評価はするけれども，改

善するための評価にはならない評価が多かった．つまり，評価した

基準が改善と繋がらないことが課題でもあった．ここでは，評価と

して授業改善に繋がる評価をすることにより，授業改善⽅法がより

フォーカスされ，具体的になり，授業改善を⾏うことができる． 

 

 

 

 

 

【課題 1２】 

学びを深める授業とは、どのような授業なのか、⾃分の意⾒を

説明しなさい。 
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第１５講 教育評価 

１．学⼒の構造 

  学校ではどのような学⼒をつけるべきかを問う際に、その基本

構造について合意形成しておくことが有効だと思われる。柴⽥は学

⼒を「学んだ⼒（基礎的知識・技能）」と「学ぶ⼒（⾃ら学ぶ⼒、

学び⽅）」と「学ぼうとする⼒（学習意欲）」の三つの要素で構成

されるとしている。その上で、「学ぶ⼒（学び⽅）」を中⼼とした

学⼒構成の重要性を述べ、「学び⽅の論理的側⾯」としての基本的

な思考様式⼀推論的思考様式、実験的思考様式等と「学び⽅の技術

的側⾯」としての実践的知識⼀辞書の使い⽅、発表の仕⽅、情報機

器の使⽤法等ーという⽅法を教育内容として系統的にきちんと位置

付ける必要性を強調している。とりわけ、数学、⾃然科学、⽂芸な

どのそれぞれの教科の背後にある科学・⽂化・芸術等の諸学問の⽅

法に従って、対象の本質や法⽬ IJ 性に迫る学び⽅の学習、つまり

「問うことを学ぶ」という真の学問の⽅法の習得（学び⽅の論理的

側⾯）が⽬指さ

れねばならない

ことを強調して

いる。このよう

にして「学ぶ⼒」

という学⼒を育

てることを中⼼

にすることで、

結果として「学

んだ⼒」と「学ぼうとする⼒」を総合的に形成することができると

いう考え⽅である。 

 

 

【課題 13】 

学⼒について、どのような定義の変遷があるか。説明しなさ

い。 
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【課題 14】 

ブルームのタキソノミーと評価との関係を⽰しなさい。 

２．ブルームのタキソノミー 

アメリカ⼼理学会（ＡＰＡ）が 1948 年に⼤学の試験にかかわる

研究者を集めて、 試験問題を分類して互いのコミュニケーションの

円滑化を図る⽬的のプロジェクトをスタートさせた。 年 1 回のペー

スで研究会を持ち、その 8 年後に結実した成果が、今⽇「ブルーム

の⽬標分類学 （タキソノミー：Taxonomy）」と呼ばれるものであ

る。教育の⽬標とする領域を「あたま、こころ、からだ」 の 3 領域

（認知・情意・精神運動領域と呼ぶ。KSA (Knowledge, Skill, 

Attitude)と略されて⽤いられる場合もある）に分け、それぞれに下

記のレベルわけを提案した。試験問題を集め、それを地道に分類す

ることで導き出したボトムアップ（帰納的）な⼿法に基づくレベル

分けであった。第⼀巻（認知的領域）が 1956 年に公刊され

（Bloom, et. al, 1956）、第⼆巻（情意的領域）が遅れること 8 年

の 1964 年に公刊された （Krathwohl, Bloom, & Masia, 1964）。 
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３．ガニェの学習成果 

ガニェ（Robert M. Gagne, 1917-2002）はＩＤ理論の⽣みの親で

ある。 ガニェのＩＤ理論は「９つの教授事象（学習を⽀援する働き

かけ）」と「学習成果の５分類」の２つの屋台⾻から成り⽴ってい

る。 

表 ガニェの学習成果の５分類 

１、知的技能（⼿続き的知識） 

 （弁別、概念分類、法則適⽤、問題解決） 

２、⾔語情報（宣⾔的知識） 

３、認知的⽅略（学習技能） 

４、態度 

５、運動技能 

 

 

 

【課題 15】 

ガニェの 9 教授事象に配慮した、授業案を作成し、説明しなさ

い。 

 

 


